
 【編集後記】　　　　　　　　　　 歴史の一端を伝える大震災の「記憶」

　この冊子は、東日本大震災の被災、復旧、復興、創生の概略を踏まえ、この過程でさまざまな立場で震災および震災

後と関わってきた方々による、一般的に言う“証言”です。しからば、表題に「記憶集」と銘打ったのはなぜでしょう

か。そこには震災後10年という時間との関係性を考える必要があるでしょう。

　一般的に歴史は「記録」と「記憶」で成り立つといわれます。記録はともかく、「証言」と「記憶」の間には、表現

することを軸にして、「証言」には凝縮された出来事が何だったのかを明らかにするという意味合いがあります。これ

に比べ、「記憶」には一つの出来事を経て、流れゆく時間との関わりが深くなっています。

　具体的には、歴史的な出来事となった大震災と遭遇し、どのように対応し、その後どのように震災を振り返り、何を

得て、これからの時間をどう生きるかという過程の中で、今日を迎えているところの「記憶」と言えます。

　ここに登場する74人の方々の「記憶」に分け入っていくとき、その内容は多彩であり、10年の歳月の中で、それぞれ

に懸命に大震災と関わって、その後そのときどきで変容する記憶を携えながら、復旧、復興、創生に取り組んできた関

係者の振り返りと明日への希望を抱いた道のりを読み取ることができます。

　これら「記憶」の豊富さは、大震災の大きさと影響をあらためて認識することにもなりますが、もちろん、それが大

震災の全てではありません。ここに記された「記憶」以外にも、民間の機関・団体や新聞、さらには地域の方々によっ

て、それぞれ大震災に関して本やネットなどさまざまな形で表現されています。また、それ以外にも文字に表現されて

いない、大震災をくぐり抜けてきた市民一人一人の記憶があります。それら膨大な記憶や記録があることを忘れてはな

らないでしょう。

　これから先、歳月を経て東日本大震災は間違いなく歴史の中へ入っていきます。この冊子につづられた「記憶」と、

先に発刊した『ふるさとの復旧・復興・創生を未来に紡いで－いわき市・東日本大震災の10年』の「記録」は、歴史的

に見て“合わせ鏡”のような存在です。いわきの未来人がこの２冊を読むことで、東日本大震災に思いをはせ、歴史の
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齣として的確に振り返ることができるよう念願します。 [文責＝小宅幸一]
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裏表紙紹介
　裏表紙写真（左）は、令和２年５月に開館した「いわき震災伝承みらい館」で開催した、奇跡のピアノ音
楽会です。東日本大震災で津波に襲われ被災した豊間中学校の体育館にあったグランドピアノは、海水と砂
まみれになりながらも、市内の調律師の懸命な修理によってよみがえり、「奇跡のピアノ」と呼ばれるよう
になりました。
　裏表紙写真（右）は、いわき市の北に位置する久之浜・大久地区で震災後、毎年開催されている「東日本
大震災久之浜・大久地区追悼慰霊行事」です。毎年色鮮やかな花が供えられ、亡くなられた大切な方のご冥
福をお祈りするとともに、これからを生きる方々が未来に向けた想いやメッセージを綴っています。

表紙紹介
　表紙写真は、令和３年３月に全線開通した復興サイクリングロード「いわき七

ななはま
浜海

かいどう
道」です。いわき市

の海岸線は約60キロメートルあり、いわき七浜海道は、本市の北から南を結ぶ久之浜防災緑地から勿来の
関公園までの総延長約53キロメートルのサイクリングロードで、復旧・復興事業によって整備された防潮
堤や既存の道路などを活用して整備しました。白砂青松が広がる本市特有の美しい海岸線を楽しむことが
できます。



いわき市・東日本大震災復興記憶集

～未来に残したいあの日の　　 　・明日への　　　　～「想い」 　　　　　「希望」「想い」 　　　　　「希望」

　これまでのご支援や励ましをいただい　これまでのご支援や励ましをいただい

た多くの皆様との絆を大切にしながら、  た多くの皆様との絆を大切にしながら、  

「住んで良かった、住み続けたい」と思「住んで良かった、住み続けたい」と思

えるえる故故
ふるさとふるさと

郷郷の「いわき新時代」を築いていの「いわき新時代」を築いてい

きます。きます。
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